
千葉と茨城県の県境の利根川流域にある、十二橋（千葉県）周辺ではあやめの色とりどりの花の群
落が見られる。公園内にはご当地ソングで、数十年前にヒットした流行歌の「潮来の伊太郎」と「潮来
花嫁さん」のモニュメントがあり、懐かしく思う。
江戸時代に利根川の流路変更後水運が発達し、江戸へ荷物を運ぶ拠点となり、利根川流域にはい
くつもの船着き場があって、それぞれが栄えた。
周辺部には鹿島神宮（茨城）、香取神宮、伊能忠敬記念館（千葉）があり、潮来から車で、約 30分程
度で行くことができる。
� （写真・文　氏名　相馬　誠司）
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皆
さ
ま
方
に
は
ご
清
祥
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
南
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

は
、
会
員
一
人
ひ
と
り
の
豊
か
な
経

験
と
知
恵
が
集
い
、
互
い
に
刺
激
を

受
け
な
が
ら
学
び
合
う
素
晴
ら
し
い

場
で
す
。
日
々
の
生
活
に
彩
り
を
加

え
、
新
た
な
発
見
と
友
情
を
育
む
こ

と
で
、
私
た
ち
の
心
は
常
に
若
々
し

く
保
た
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

は
、
多
様
な
活
動
を
通
じ
て
会
員
の

皆
さ
ま
が
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
味
や
興
味

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め

て
お
り
ま
す
。

文
化
的
な
講
演
会
か
ら
健
康
に
関

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
楽
し
い
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
い
た
る
ま
で
、

充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
皆
さ
ま
の
生
活
に
喜
び
と

活
力
を
も
た
ら
す
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
は
地
域
社
会
に
お

け
る
積
極
的
な
役
割
も
担
っ
て
お
り

ま
す
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、

世
代
間
交
流
を
促
進
し
社
会
貢
献
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
活
動
が
、
私
た
ち
自
身
の
生
活
を

豊
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
コ

南
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
様

に
は
、
ま
す
ま
す
御
清
栄
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
か
ら
南
区
政
へ
の
御
理
解
・
御
協

�

南
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
松
村
　
光
雄

生
活
に
喜
び
と
活
力
を

�

南
区
長
　
髙
澤
　
和
義

自
分
ら
し
い
高
齢
期
の
暮
ら
し
を

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
も
肯
定
的
な

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
信
じ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
南
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
は
、
皆
さ
ま
の
ク
ラ
ブ
が
安
心

し
て
過
ご
せ
る
場
所
で
あ
り
続
け
る

よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
提
案

を
大
歓
迎
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
と

も
に
支
え
合
い
、
と
も
に
成
長
し
続

け
る
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
が
、
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ま
の
人
生
に
と
っ
て
価
値

あ
る
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て

お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と

も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

活
躍
と
ご
健
康
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。貴

連
合
会
は
、
今
年
で
創
設
60
周

年
を
迎
え
ら
れ
、
長
き
に
わ
た
り
、

多
彩
な
活
動
や
事
業
を
通
じ
て
、
高

齢
者
の
仲
間
づ
く
り
、
生
き
が
い
や

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
る
と
と

も
に
、
社
会
活
動
、
さ
ら
に
は
見
守

会
長
あ
い
さ
つ

区
長
あ
い
さ
つ

私たちは南区老連の活動を応援しています

区老連みなみ 令和 6年 8月 15 日（2）第69号



２
０
２
４
年
定
期
総
会
が
５
月
15

日
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
南
太
田
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
63
名
の
出
席
、

委
任
状
出
席
32
名
で
総
会
は
成
立
し

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
松
村
会
長
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
、

２
０
２
３
年
度
収
支
決
算
報
告
、
２

０
２
４
年
度
事
業
計
画
案
、
２
０
２

４
年
度
収
支
予
算
案
な
ど
の
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
問
題
な
く
賛
成
多
数
で
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
理
事
2
名
の
交
代
を

含
め
、
出
席
し
た
役
員
全
員
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。松
村
会
長
か
ら
は
、

今
後
も
老
人
会
活
動
の
活
性
化
に
取

り
組
む
た
め
、
世
代
間
交
流
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
増
や
し
て
、
会
員
の
皆

さ
ま
が
楽
し
め
る
よ
う
に
や
っ
て
い

き
た
い
と
の
お
言
葉
が
あ
り
、
無
事

に
終
了
し
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
定
期
総
会

人
生
百
歳
を
目
指
せ
!!

り
・
支
え
あ
い
活
動
に
御
尽
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
活
動
は
、

絆
を
は
ぐ
く
み
、
互
い
に
支
え
合
う

地
域
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借

り
い
た
し
ま
し
て
、
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

南
区
は
、
区
政
運
営
方
針
で
、『
地

域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
つ
く
る

「
あ
っ
た
か
い　

南
区
」』
を
掲
げ
て

お
り
ま
す
。「
自
分
ら
し
い
高
齢
期

の
暮
ら
し
」
の
実
現
を
目
指
し
、「
高

齢
者
・
障
害
者
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

事
業
」
と
し
て
、
地
域
づ
く
り
に
お

力
添
え
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
や
関

係
団
体
と
連
携
し
、
介
護
予
防
の
普

及
啓
発
や
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
と
支
援
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

の
定
期
訪
問
等
の
地
域
さ
さ
え
あ
い

推
進
事
業
な
ど
の
取
組
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
歳
を
重
ね
て
も
一

人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し

精
励
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
御
支
援
・
御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
南
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
益
々
の
御
発
展

と
、
皆
様
方
の
御
健
勝
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

事
　
業
　
報
　
告

私たちは南区老連の活動を応援しています

（3）令和 6年 8月 15 日 第69号区老連みなみ



主管部門 行事名 予定日 内　容 備　考

事業部
社交ダンス教室 24.4.11～ 第90期教室（受講者数32名） 南センター24.10.10 ～ 第91期教室
第49回南区文化祭 24.11.2～ 4 南区趣味の作品展 南区役所多目的ホール
シルバー社交ダンスパーティー 24.10.31 会員相互の親睦を深める 南センター体育室

文　化
厚生部

健康麻雀大会 24.6.10 指先と頭脳を鍛える 浦舟地域ケアプラザ
多目的ホール

カラオケ・芸能まつり 24.10.2 カラオケ・民謡・和洋舞踊・詩吟・楽器演奏 南公会堂
第58回囲碁・将棋大会 25.2.12 囲碁・将棋各３クラスに分け対戦 南センター

保　健
運動部

体操教室 24.4.10 ～ 前期18回（受講者数190名） ５教室
24.10.9 ～ 後期18回 ５教室

ペタンク大会 24.9.11 １チーム３人～４人編成によるトーナメント戦 大岡公園
グラウンド・ゴルフ大会 24.10.16 96名参加者募集（２ラウンド） 大岡公園

ゲートボール大会 24.11.13 １チーム６人～８人編成による
リーグ戦・決勝戦トーナメント

南センター
ゲートボール場

広報部 広報誌 24.8.15 69号「区老連みなみ」発行（6,000部）
25.1.15 70号「区老連みなみ」発行（6,000部）

女性部

ノルディック体験会 24.5.22 ノルディックウォーキング 桜木町→横浜中華街
ふまねっと体験会 24.6.12 ふまねっと 南センター体育室
合同研修会 24.10.30 デジタル講座（友愛活動部と合同） フォーラム南太田

生け花教室 24.12.27 お正月用の生け花 南センター余暇・
趣味コーナー

南区主催みなみ桜まつり 25.3 民謡流し参加 蒔田公園
友愛活動部 合同研修会 24.10.30 デジタル講座（女性部と合同） フォーラム南太田

１

各
部
行
事

2024年度　事業計画

2

各
種
研
修
会

主管部門 行事名 予定日 内　容 備　考

区老連

会員研修 24.6.3 茨城方面　日帰り研修旅行 日帰り

南区老連創立60周年
記念式典 24.7.24

１部　講演会　生きがいのあるシニアライフ
　　　講師　　川口　　整
２部　表彰式

南公会堂

新任単位クラブ会長研修 24.8.28 新会長の心得について　他 南センター
会員研修 24.10.11 栃木方面 日帰り
会長研修 25.1.14 講演会　テーマ未定 ローズホテル横浜
理事研修 25.2.24、25 行先未定 １泊２日（予定）
友愛活動員研修 25.3.3 行先未定 日帰り

私たちは南区老連の活動を応援しています

区老連みなみ 令和 6年 8月 15 日（4）第69号



2024年度　南区老人クラブ連合会会計収入・支出予算書

◇収入の部 （単位：円）

科　　　目 本年度予算額 前年度予算額 差引増減 摘　要（主な内訳）
1 会費等収入 11,235,000 7,962,000 3,273,000

2 市老連補助金 5,560,123 5,474,270 85,853 横浜市からの補助金

3 区老連事業助成金 100,000 0 100,000 周年事業助成金

4 周年事業積立金 1,000,000 0 1,000,000 周年事業積立金

5 雑収入 130,000 150,000 -20,000 折込媒体使用料・預金利息等

6 預り金収入 10,000 8,000 2,000 雇用保険料

7 繰越金 1,995,203 1,788,365 206,838

収入合計 20,030,326 15,382,635 4,647,691

◇支出の部 （単位：円）

科　　　目 本年度予算額 前年度予算額 差引増減 摘　要（主な内訳）
1 横浜シニア大学運営費 30,000 30,000 0 運営委員報酬金・事務費等

2 友愛活動推進費 1,686,000 1,707,000 -21,000 助成費・研修会等事務費

3 女性委員会活動費 300,000 300,000 0 ふまねっと・研修会・生け花教室・みな
み桜まつり

4 区老連職員雇用費 3,085,000 3,045,000 40,000 給与・賞与・通勤手当・雇用保険料

5 区老連事務事業費 13,815,220 9,430,880 4,384,340 区老連事務事業費、区老連事業助成金、
その他会費等の収入を財源とする事業

6 周年事業積立金 100,000 100,000 0 積立預金

7 予備費 1,014,106 769,755 244,351

支出合計 20,030,326 15,382,635 4,647,691

収入合計 20,030,326
支出合計 20,030,236
差引残額 0

私たちは南区老連の活動を応援しています

（5）令和 6年 8月 15 日 第69号区老連みなみ



長
年
に
わ
た
り
単
位
ク
ラ
ブ
「
井
土
ヶ

谷
上
一
長
生
会
」
の
会
長
と
し
て
、
ク
ラ

ブ
の
先
頭
に
立
っ
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た

武
川
勝
久
会
長
が
令
和
６
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
副
会
長
を
務

め
て
お
り
ま
し
た
私
が
、
会
長
の
推
薦
を

受
け
、
ま
た
会
員
の
皆
さ
ま
に
も
ご
賛
同

こ
の
た
び
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
私

が
、
理
事
と
い
う
大
任
を
引
き
継
ぐ
こ
と

に
大
変
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
私
に
も
何
か

地
域
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
お
手
伝
い
で

き
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
、
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
次

に
つ
な
が
る
仕
事
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

井
土
ヶ
谷
地
区

理
事
　
矢
島
孝
一
郎

北
永
田
地
区

理
事
　
大
浦
　
靖
子

理
　
事

理
　
事

い
た
だ
き
、
令
和
６
年
４
月
１
日
付
に
て

「
井
土
ヶ
谷
上
一
長
生
会
」
の
会
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
前
任
者
を
引
き
継
ぎ
、
南
区
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
仕
事
に
携
わ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
理
事
会
な
ら
び
に
広
報

部
会
に
は
、
南
区
老
連
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
に
よ
り
令
和
５
年
度
よ
り
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
理
事
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
は

２
０
２
４
年
１
月
17
日
に
ロ
ー
ズ
ホ
テ
ル

横
浜
に
て
開
催
さ
れ
た
２
０
２
４
年
度
新

年
会
長
研
修
会
、
２
月
20
～
21
日
に
伊
豆

で
行
わ
れ
た
南
区
老
連
理
事
研
修
会
に
出

席
し
、
広
報
部
員
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

は
２
０
２
３
年
９
月
５
日
に
市
民
ホ
ー
ル

に
お
き
ま
し
て
、
南
区
老
連
主
催
に
よ
り

南
区
老
連
の
新
理
事
に
な
っ
て
!!

次
に
つ
な
が
る
仕
事
を

実
施
さ
れ
た
、
カ
ラ
オ
ケ
芸
能
大
会
の
写

真
撮
影
係
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

妻
や
ご
近
所
の
皆
さ
ん
に
「
楽
し
い
旅

行
に
も
行
け
る
よ
！
」
と
誘
わ
れ
て
気
軽

に
参
加
し
た
老
人
会
に
、
こ
れ
ほ
ど
深
く

か
か
わ
る
よ
う
に
な
る
と
は
夢
に
も
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

生
来
の
何
事
に
も
突
っ
込
ん
で
い
き
た
く

な
る
性
格
を
曲
げ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま

ま
伸
ば
し
て
「
明
る
く
！　

楽
し
く
！　

爽
や
か
に
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
こ
れ
か

ら
も
南
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
活
動
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
指

導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

役員・理事名簿

地区名 役職名 氏　名

中村 会長・理事（兼） 松村　光雄

堀ノ内・睦 副会長・理事（兼） 大竹多喜男

別所 副会長・理事（兼） 深澤　幸子

お三の宮

理　事

井上　善雄

太田 高橋　明彦

太田 斉藤千代乃

寿東部 浅野　正毅

蒔田 鈴木　　誠

井土ヶ谷 ☆矢島孝一郎

南永田山王台 久保木敬子

北永田 ☆大浦　靖子

六ッ川 岩田　皖司

六ッ川大池 伊東　　晃

六ッ川大池 松田　明夫

本大岡 長田三代子

大岡 森　　恭子

中村
監　事

鈴木　克康

太田 能條　紀子

別所 事業部長 島　　初美

大岡 文化厚生部長 野村　克義

別所 保健運動部長 福井　豊彦

北永田 広報部長 布澤　審一

中村 女性部長 伊藤　静枝

太田 友愛活動部長 遠藤　勝己

☆は新任

新
任
役
員
紹
介

区老連みなみ第69号 令和 6年 8月 15 日（6）



６月３日、天候はまずまずで区老連主催のバ
ス旅行「潮来あやめまつりと道の駅いたこ」が
バス５台、参加者約２００人で挙行された。
区内各地から、首都高～湾岸～東関道と移動
し、途中、大黒、酒々井サービスエリアで休憩
しながら一路潮来へ。
昼食は潮来ホテルで食し、デザートのメロン
１／２カットは、食べ応えがあり、皆笑顔が広
がった。食後、あやめまつりはホテル前がまつ
りの会場となってい
て、あやめ畑には色
とりどりの花が今盛
りと咲き誇り目を楽
しませてくれる。
まつり会場の中央
付近には数十年前の
ヒット曲「潮来の伊
太郎」「潮来花嫁さ
ん」のモニュメント
があり、懐かしく思
わず口遊んでいるも
のもいた。
あやめまつり会場
をあとにして、次の
目的地の「愛友酒造」
で、日本酒の試飲を

潮来あやめまつりと潮来あやめまつりと
道の駅いたこ道の駅いたこ

行い、最後の目的地「道の駅いたこ」へ。地
場産品のお買い物、メロン、野菜、干し芋等、
お土産を買い、レジには長い行列ができてい
た。
道の駅を最後に、帰路につく。17時前後に

無事に帰宅し、楽しい一日が終わった。
あやめまつりは、数年前に１度見に来たが、

この時と比較すると今
回は花の勢いが弱く、
草丈、葉色、花の大き
さ等、全体的に弱々し
い。異常気象の影響か、
手入れ不足か不明であ
るが残念であった。

潮来ホテル前には色とりどりのあやめ

みんなであやめを鑑賞

南
区
老
連
活
動
報
告

南
区
老
連
活
動
報
告

春の日帰り研修旅行

私たちは南区老連の活動を応援しています

（7）令和 6年 8月 15 日 第69号区老連みなみ



友愛活動員研修旅行
が、３月４日に行われ
ました。栃木方面へイ
チゴ狩り、あしかがフ
ラワーパークに行って
まいりました。コロナ
禍を無事乗り越えた友
愛活動員のパワーをイ
チゴ狩りで見させてい
ただきました。南区友
愛ブラボー！

友愛活動日帰り研修会に参加して友愛活動日帰り研修会に参加して

新年会長研修会が１月 17日にローズホテル横浜
で開催されました。研修会のテーマは「大震災時の
危機管理」について。横浜市水道局中村水道事務所、
小出誠課長の講演を受けました。特に上水道の断水

を想定して災害
時給水場所マッ
プの周知や飲料
水の備蓄の目安
は、１人３日分
で９リットル以
上を常備するこ
となど大変ため

になる講話でした。
その後、懇親を兼ねて飲食会に入りました。福

引もあり、各テーブルとも盛り上がり楽しいひと
時を過ごしました。

水道局の災害対策水道局の災害対策

ハウスの中でいちご狩り 大満足の一日に

新年会長懇親会受付の様子 小出誠課長の講演

友愛活動員研修旅行

新年会長研修会

私たちは南区老連の活動を応援しています

区老連みなみ 令和 6年 8月 15 日（8）第69号

私たちは南区老連の活動を応援しています



2 月 20 日～ 21 日１泊、伊豆長岡へと向
かいました。今年度の研修内容の課題は、引
きこもりについて考える研修で、会議室にて
ビデオを見ました。
高齢者には認知症についての話題が多い
中、若者の引きこもりに心悩んでいる家族の
話でした。DVDをみて感じたこと、昔は引
きこもりの人、いたのかな？現代の世の中に
なって、多く聞くようになったと思います。
人間関係の難しさ、デジタル化の今、ますま
す人との付き合い方が難しくなってきている
と思います。１度引きこもると、その人の心
をひらくにはどうしていいのか家族や友達は

若者の『引きこもり』若者の『引きこもり』

悩む。良かれと思っても、その人には長いト
ンネルから抜け出せない。何かのきっかけは
それがわからない、誰でも自分はダメな人間
と１度や２度落ち込むことはある。それを如
何に乗り越えられるか、本人と家族の葛藤の
日々、結局人間関係が大事です。
人は些細な喜びがあると頑張れる。考えさ

せられる研修でした。その後、理事会ではあ
まり話し合う機会もない、理事、部長たちも
和気あいあいとしたひと時をたのしみまし
た。

懇親と学びを兼ねて

研修を終えて笑顔で集う参加者

理事研修旅行

（9）令和 6年 8月 15 日 第69号区老連みなみ

私たちは南区老連の活動を応援しています



５月 22 日、天候もよく女性部ノルディック
ウォーキング決行。参加者 21 名で桜木町駅前に
集合、ポールは区老連より借り、旅行社アルファー
ツアーズさんが車で運んでくれた。今回はスカイ
キャビンと中華街でランチの企画。
まず並んで、スカイキャビンに４、５人ずつ乗
車。空は青く下を見ると海。なんと、気持ちのい
い光景でした。初めての方もいて、ご機嫌優雅に
浸っているともう到着。もう少し距離が延びると
いいのに！ワールドポーターズ前にて降り、まず、
体操。手首、足首と入念に。いよいよ自分の背丈

中華街でお腹も満たして中華街でお腹も満たして
に合ったポールを選び、しばらく歩く練習、慣れ
てきたら出発。赤レンガ倉庫を横目に中華街へと
黙々と歩く。
お待ちかねの中華街にてランチ、福満園グルー

プで食べ放題。お腹もすいたので皆さん次から次
へと注文していました。アルコールを頼んでいる
グループもいて、小宴会が始まりました。お腹いっ
ぱい食べて、ご機嫌楽しいウォーキングでした。
次回は何処へ行こうかな、男性たちの参加お待ち
しています。いつも女性部企画に大勢の参加感謝
申し上げます。

天候も良く気分上々 中華街の善隣門

女性部ノルディックウォーキング

私たちは南区老連の活動を応援しています

区老連みなみ 令和 6年 8月 15 日（10）第69号



　ジャックボール（目標球）と呼ばれる白い　ジャックボール（目標球）と呼ばれる白い
ボールに、赤・青のそれぞれ6球ずつのボーボールに、赤・青のそれぞれ6球ずつのボー
ルをいかに近づけるかを競うスポーツです。ルをいかに近づけるかを競うスポーツです。
　カーリングのように、相手のボールを弾い　カーリングのように、相手のボールを弾い
たりして、自分が優位に立てるよう位置取りたりして、自分が優位に立てるよう位置取り
をしていきますが、的も弾いて移動させるこをしていきますが、的も弾いて移動させるこ
とができるため、カーリングとは一味違う戦とができるため、カーリングとは一味違う戦
略、魅力がある競技です。略、魅力がある競技です。

ボ ッ チ ャ とは？………

この場合、ジャックボールに一番近い玉は青なので、
青チームの勝利。（青2対赤0）

ジャックボール 赤チーム 青チーム

味方チームのボー
ルが相手チームの
一番近いボールよ
りも、いくつジャッ
クボールに近いか
を数える。

2023年度ボッチャ普及状況（クラブ数アンケート）

ボッチャ体験会実施目前ボッチャ体験会実施目前
今回は「ボッチャ」普及に対してのアンケートに今回は「ボッチャ」普及に対してのアンケートに
ご協力をいただきありがとうございました。“試しご協力をいただきありがとうございました。“試し
てみたいてみたい ”” など賛成の声が多数でしたので、ボッなど賛成の声が多数でしたので、ボッ
チャ道具 4セットとハーフコート（3m×5m）１面チャ道具 4セットとハーフコート（3m×5m）１面
を購入しました。を購入しました。
今後、南区老連では会場の確保ができ次第、体験今後、南区老連では会場の確保ができ次第、体験
会や講習会を進めていく予定です。会や講習会を進めていく予定です。
地区や単位クラブでの体験会など開催希望があれ地区や単位クラブでの体験会など開催希望があれ
ば、事務局にお問い合わせください。ば、事務局にお問い合わせください。

世代問わず楽しめる世代問わず楽しめる
近年では障害の有無に関わらず、老若男女誰でも近年では障害の有無に関わらず、老若男女誰でも

楽しむことができるスポーツとして注目されていま楽しむことができるスポーツとして注目されていま
す。す。
区内でも小学生や高校生と交流会を行った単位ク区内でも小学生や高校生と交流会を行った単位ク

ラブもあり、パラリンピックの競技種目でもありまラブもあり、パラリンピックの競技種目でもありま
すので、ますます盛んになっていくことでしょう。すので、ますます盛んになっていくことでしょう。
皆さまも「ボッチャ」を楽しんでみませんか？皆さまも「ボッチャ」を楽しんでみませんか？
（南区老人クラブ連合会　会長　松村　光雄）（南区老人クラブ連合会　会長　松村　光雄）

現在の活動状況 体験実施状況

今後の導入についてイベントへの参加について

15
クラブ

81クラブ

14
クラブ

40クラブ

56クラブ

14
クラブ

42クラブ

51クラブ

17
クラブ

59クラブ35クラブ

16
クラブ

現在活動中
活動していない
その他

実施済
未実施
その他

行う予定
行わない
その他

したい
したくない
その他

会員会員
アンケートアンケート
実施実施

ボッチャ人気ボッチャ人気上昇
中！上昇中！

区老連みなみ 第69号（11）令和 6年 8月 15 日



人
型
デ
ザ
イ
ン
の
橋
「
一
本
橋
」

の
た
も
と
で
ス
ズ
キ
を
釣
り
上
げ
た

瞬
間
に
出
会
っ
た
。

大
岡
川
は
、
吉
田
新
田
開
発
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
運
河
で
、
こ
の
辺

り
の
水
は
塩
水
の
た
め
と
き
ど
き
エ

イ
や
ボ
ラ
な
ど
の
海
水
魚
が
あ
が
っ

て
く
る
。
弘
明
寺
辺
り
で
淡
水
に
切

り
替
わ
る
そ
う
だ
。「
冬
の
ヒ
ラ
メ
、

春
の
真
鯛
、
夏
の
ス
ズ
キ
」
と
言
わ

れ
る
ス
ズ
キ
は
、
成
長
と
と
も
に
名

前
が
セ
イ
ゴ
・
フ
ッ
コ
・
ス
ズ
キ
と

変
わ
る
様
が
、
武
士
が
出
世
す
る
際

に
名
前
を
改
名
す
る
慣
習
に
似
て
い

る
の
で
江
戸
時
代
の
頃
か
ら
出
世
魚

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ス
ズ
キ
は
古
来

よ
り
親
し
ま
れ
、
古
事
記
、
万
葉
集
、

平
家
物
語
に
も
登
場
し
て
い
る
。

万
葉
集
・
柿
本
人
麻
呂
の
歌
、

「
荒あ
ら
た
え栲

の
藤
江
の
浦
に
鱸
釣
る
海
人

と
か
見
ら
む
旅
行
く
我
れ
を
」

老
い
と
脳
の
話
と
い
う
タ
イ
ト
ル

の
中
で
、
も
り
脳
神
経
外
科
院
長
の

森
達
郎
先
生
は
、「
老
化
に
対
し
て

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
思
っ
て
い
る
人
ほ
ど

老
化
し
や
す
く
、
老
い
は
楽
し
い
と

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
人
の
方
が
脳

は
元
気
で
、
認
知
症
に
な
り
に
く
い

因
子
、
老
化
を
抑
え
る
性
格
的
な
要

因
を
持
っ
て
い
る
。
よ
く
笑
う
、
き

ち
ん
と
し
て
い
る
、
社
交
的
、
楽
観

的
、
小
さ
な
こ
と
で
幸
せ
を
感
じ
る

脳
の
老
化
と
性
格

南
永
田
山
王
台
地
区
　
山
友
会

�

相
原
　
文
子

ス
ズ
キ
を
釣
っ
て
い
る
私
を
人
が

見
た
ら
漁
師
だ
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ

う
か
。旅
を
し
て
い
る
私
の
こ
と
を
。

釣
り
上
げ
た

　
　
ス
ズ
キ
を
放
流

太
田
地
区
　
ニ
コ
ニ
コ
会

�

吉
田
　
　
彰

こ
と
が
で
き
る
人
」
と
あ
る
。

読
ん
だ
と
た
ん
「
あ
ー
ら
こ
れ
私

の
こ
と
じ
ゃ
ん
」
と
声
を
上
げ
た
。

「
楽
観
的
」
な
の
は
、
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
自
分
で
分
か
っ
て
い
た
。「
よ

く
笑
う
」
の
は
、
他
人
に
言
わ
れ
て

そ
ん
な
に
笑
っ
て
い
た
か
し
ら
と
自

分
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。「
き
ち

ん
と
し
て
い
る
」の
は
、金
銭
に
ル
ー

ズ
な
人
、
あ
げ
た
物
、
貰
っ
た
物
、

貸
し
た
物
、
借
り
た
物
の
区
別
を
知

ら
な
い
生
き
方
を
す
る
人
が
大
嫌
い

だ
。40

代
の
頃
、
こ
の
よ
う
な
本
を
読

ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
思
い
出
し
探
し

た
。お

も
い
ッ
き
り
テ
レ
ビ
の
松
原
英

多
先
生
は
「
性
格
と
脳
の
老
化
に
は

深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
。
端
的
に
言
う
と
老
化
し
や
す

い
性
格
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
具
体

的
に
は
頑
固
、
強
情
、
短
気
、
わ
が

ま
ま
が
老
化
し
や
す
い
四
天
王
で

す
。
し
か
し
、
性
格
は
そ
う
簡
単
に

は
変
え
ら
れ
な
い
の
で
ま
ず
は
自

分
の
性
格
に
気
づ
き
、
固
定
観
念
を

捨
て
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
柔
軟

な
意
欲
を
持
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。

釣り上げたスズキ

随
　
筆

随
　
筆

私たちは南区老連の活動を応援しています

区老連みなみ 令和 6年 8月 15 日（12）第69号



今
考
え
る
と
昨
年
90
歳
に
な
る
ま

で
大
き
な
怪
我
も
病
気
も
せ
ず
に
、

家
族
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
に
「
元

気
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
て
き
た
。
振

り
返
っ
て
み
て
も
自
分
で
も
よ
く
過

ご
し
て
き
た
な
と
感
心
す
る
。
特
に

平
成
22
年
に
妻
が
乳
が
ん
で
亡
く

な
っ
て
か
ら
は
毎
日
体
温
、
体
重
、

血
圧
を
計
る
こ
と
を
基
本
に
し
て
き

た
。
60
歳
定
年
後
に
は
、
地
元
町
内

の
役
職
を
は
じ
め
趣
味
や
運
動
と
い

ろ
い
ろ
や
っ
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
体

が
動
い
て
い
た
の
だ
。

と
こ
ろ
が
90
歳
過
ぎ
た
頃
よ
り
体

に
異
変
が
起
こ
っ
た
。
な
ん
と
な
く

お
腹
が
太
っ
て
き
た
。
反
対
に
食
欲

◆
朝
鮮
の
文
字
と
日
本
の
文
字

町
内
会
の
親
睦
会

男
が
「
お
前
、
知
っ
て
る
か
？

漢
字
は
中
国
か
ら
来
た
の
だ
」

「
わ
に
」
を
辞
書
で
紐
解
く
と

百
済
の
王
仁
が
「
論
語
」
と

「
千
字
文
」
を
伝
え
た
と
ー
ー

漢
字
の
草
書
か
ら
平
仮
名

漢
字
の
一
部
か
ら
片
仮
名

百
字
近
い
文
字
に
連
携
は
な
い

漢
字
に
訓
読
み
多
い
日
本
語

「
海
」
は
30
種
以
上

音
読
み
だ
け
の
朝
鮮
語

簡
単
に
覚
え
ら
れ
る
文
字

創
成
の
人
と
年
代
明
白
な
文
字
は

「
ハ
ン
グ
ル
」
が
世
界
で
唯
一

知
識
の
革
命
と

世
界
の
言
語
学
者
の
絶
賛

世
界
記
録
文
化
遺
産
に

文
字
の
な
い
国
で
の
採
用
も

基
礎
の
母
音
６
個
。
子
音
９
個

健
康
と
病
気

朝
鮮
と
日
本

本
大
岡
地
区
　
中
島
３
・
４
高
砂
会

�

山
本
順
三
郎

中
村
地
区
　
平
楽
寿
楽
会

�

朴
　
　
貞
花

左
右
、
上
下
に
組
み
合
わ
せ

（
１
万
１
１
７
２
字
に
）

漢
字
と
多
種
多
様
な
発
音
を
表
示

朝
鮮
は
歴
史
的
に
一
番
長
く

地
理
的
に
一
番
近
い
外
国

学
校
で
学
ぶ
外
国
語
は
「
英
語
」

「
朝
鮮
語
」
は
学
ば
な
い

◆
一
番
近
い
隣
国
、
朝
鮮
と
日
本

「
寿
楽
会
」
の
親
睦
会
で

名
を
名
乗
ら
ず
、
顔
を
見
せ
ず
、

女
は
叫
ん
だ

「
中
国
と
朝
鮮
の
事
は
し
ゃ
べ
る

な
ー
ー
」

チ
マ
を
先
に
チ
ョ
ゴ
リ
を
後
に
纏
う

「
チ
マ
・
チ
ョ
ゴ
リ
」
と
朝
鮮
語

着
る
物
な
の
で
「
着
物
」
と
日
本
語

西
洋
か
ら
の
衣
服
を
「
洋
服
」

大
和
の
衣
服
と
「
和
服
」

韓
国
も
「
韓
服
」
と
も

漢
字
の
音
読
み
は
、
一
音
の
朝
鮮

音
読
み
一
音
と
多
種
多
様
な

訓
読
み
を
す
る
日
本

海
の
音
読
み
は
「
カ
イ
」

訓
読
み
は
、
30
個
以
上

人
名
に
も
多
種
多
様
に
使
う

武
士
道
を
誇
り

お
上
に
従
い
続
け
た
人
々

外
国
人
は
排
斥
す
る
ー
ー
ー

ま
ず
は
、
隣
人
、
隣
国
と

仲
良
く
す
る
こ
と
か
ら

世
界
は
一
つ
に
な
り

仲
良
く
な
れ
る
と
思
う

私たちは南区老連の活動を応援しています
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今
年
（
令
和
６
年
）
２
月
の
頃
だ
っ
た
。

息
子
（
次
男
）
が
「
こ
の
う
ち
に
生
ま
れ

て
こ
の
う
ち
で
育
っ
て
50
年
、
何
に
も
い

い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
子
ど
も
の
時
か
ら

ズ
ー
ッ
と
。
子
ど
も
の
頃
も
何
に
も
楽
し

い
こ
と
も
な
か
っ
た
」
と
急
に
言
い
出
し

た
。
子
ど
も
も
わ
か
っ
て
い
た
の
か
と
私

は
ギ
ク
リ
と
し
た
。

横
浜
へ
来
る
前
は
ふ
る
さ
と
長
崎
県

で
、７
家
族
で
市
場
の
仕
事
を
し
て
い
た
。

し
か
し
市
場
が
崩
さ
れ
、
ス
ー
パ
ー
が
建

つ
こ
と
に
な
り
、
全
員
職
を
失
っ
た
。
１

家
族
が
ひ
と
足
先
に
横
浜
で
住
ま
い
を
借

り
、
東
京
で
仕
事
に
就
い
て
い
た
。
後
に

続
け
と
６
家
族
も
横
浜
へ
来
た
。

南
区
か
ら
伊
勢
佐
木
方
面
へ
歩
き
右
側

の
バ
ス
通
り
を
横
切
る
と
右
手
に
小
高
い

丘
が
見
え
、
お
寺
の
奥
の
方
に
塗
装
屋
が

あ
っ
た
。
来
て
く
れ
と
言
っ
た
の
で
見
習

い
に
行
く
と
言
っ
た
。
横
浜
で
部
屋
を
借

り
住
み
始
め
る
と
、
す
ぐ
に
お
じ
い
さ
ん

（
主
人
の
父
）
が
来
た
。
横
浜
で
は
競
馬

で
馬
が
走
る
が
、
九
州
で
は
競
艇
と
言
っ

て
ボ
ー
ト
が
番
号
旗
を
立
て
て
走
る
。
お

じ
い
さ
ん
の
近
所
に
仲
間
2
人
が
い
て
３

50
年
目
の
子
の
言
葉

南
永
田
山
王
台
地
区
　
山
友
会

�

相
原
　
文
子

が
な
く
な
り
、
何
を
食
べ
て
も
う
ま
く
な

い
、
体
重
も
減
っ
て
き
た
。

４
月
１
日
、
咳
と
と
も
に
何
色
と
言
え

な
い
「
痰
」
が
出
て
き
た
。
び
っ
く
り
し

て
早
速
救
急
車
を
呼
ん
で
幸
い
に
通
院
し

て
い
る
。
け
い
ゆ
う
病
院
に
入
院
し
て
採

血
し
、
検
査
し
た
結
果
「
大
腸
ガ
ン
」
と

診
断
さ
れ
た
。

５
月
10
日
、
手
術
を
す
る
。
苦
し
か
っ

た
が
１
週
間
食
事
な
し
、
そ
の
後
重
湯
、

三
分
粥
、
五
分
粥
と
な
っ
て
い
た
結
果
、

お
腹
が
太
っ
た
の
で
は
な
く
腸
の
中
に
要

は
「
ガ
ス
」
や
「
へ
ど
ろ
」
た
る
も
の
が

溜
ま
っ
て
い
た
の
で
取
り
除
い
た
。
無
事

に
５
月
末
退
院
で
き
た
。

こ
の
文
章
を
読
ん
で
私
は
ま
だ
大
丈
夫

だ
と
思
わ
れ
た
方
も
、
一
度
自
分
を
振
り

返
っ
て
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
健
康
な
と
き
は
外
に
出
て
景

色
を
楽
し
ん
だ
り
、
時
に
は
う
ま
い
も
の

も
食
べ
ら
れ
る
。
病
気
に
な
っ
た
ら
毎
日

病
院
の
ベ
ッ
ド
で
過
ご
す
生
活
だ
。
ど
っ

ち
が
良
い
か
考
え
て
み
よ
う
。

�

（
病
室
に
て
記
す
）

人
で
ボ
ー
ト
に
行
く
。

主
人
は
５
男
１
女
の
兄
弟
だ
っ
た
が
、

稼
ぎ
手
は
長
兄
と
主
人
だ
け
。
昭
和
35
年

頃
長
兄
は
月
給
20
万
円
で
、
居
候
を
入
れ

て
12
人
の
生
活
費
を
出
し
て
い
た
。

う
ち
は
お
じ
い
さ
ん
の
ボ
ー
ト
資
金
づ

く
り
を
す
る
役
目
だ
っ
た
。
う
ち
で
資
金

が
貯
ま
る
と
九
州
へ
帰
り
、
し
ば
ら
く
す

る
と
ま
た
来
る
。

す
ぐ
に
熊
本
か
ら
次
兄
が
来
た
。
こ
の

次
兄
が
、
一
番
タ
チ
が
悪
い
。
奥
さ
ん
は

近
所
の
実
家
に
行
く
の
で
来
な
い
。
次
兄

が
子
ど
も
2
人
を
連
れ
て
３
人
で
来
る
。

お
金
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
な
い
。
毎
回

帰
り
の
汽
車
賃
を
持
た
せ
て
い
た
。

お
じ
い
さ
ん
は
３
時
に
な
る
と
、
1
人

で
出
か
け
る
。
そ
の
後
、
次
兄
が
子
を
連

れ
て
３
人
で
出
か
け
る
。
伊
勢
佐
木
の
パ

チ
ン
コ
屋
で
主
人
の
仕
事
帰
り
を
待
っ
て

い
た
。

大
人
3
人
、
子
ど
も
2
人
の
５
人
、
デ

パ
ー
ト
の
食
堂
や
伊
勢
佐
木
の
店
で
毎
晩

夕
食
を
済
ま
せ
て
タ
ク
シ
ー
で
帰
宅
。
代

金
は
全
部
主
人
持
ち
。
う
ち
の
子
2
人
に

お
土
産
ぐ
ら
い
買
っ
て
く
れ
ば
い
い
の

に
、
買
っ
て
も
こ
な
い
。
毎
晩
私
と
３

人
、私
は
残
り
物
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
、

も
っ
た
い
な
い
か
ら
食
べ
て
い
た
。
子
の

分
だ
け
作
っ
て
３
人
で
食
べ
て
い
た
。

主
人
は
そ
の
後
東
京
の
ゼ
ネ
コ
ン
系
の

仕
事
を
す
る
会
社
で
学
び
、
後
に
自
分
で

始
め
た
が
、
親
兄
弟
の
世
話
は
続
い
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
を
井
土
ヶ
谷
と
山
王
台
に

買
っ
て
い
た
が
、
税
金
が
足
り
な
く
な
り

取
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
。

九
州
か
ら
来
た
仲
間
の
1
人
が
不
動
産

屋
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
税
金
の
不
足
分

を
2
人
の
子
が
支
払
っ
て
買
い
取
る
よ
う

勧
め
ら
れ
、2
人
の
子
が
不
足
分
（
税
金
）

を
支
払
い
買
い
取
っ
た
。

今
思
う
の
は
、
人
の
世
話
ば
か
り
で
終

わ
っ
た
人
生
だ
っ
た
と
考
え
さ
せ
ら
れ

る
。
毎
晩
３
人
で
夕
食
を
食
べ
て
い
た
頃

は
、
次
男
は
４
、５
歳
ぐ
ら
い
だ
っ
た
が

わ
か
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
さ
せ

ら
れ
る
。
し
か
し
子
は
タ
メ
に
な
る
な
あ

と
思
っ
て
い
る
。
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戦
禍
の
国
に
も
母
の
日
の
あ
り
や
遠
き
空

　

平
和
の
国
の
わ
れ
の
幸
せ

わ
れ
と
同
じ
誕
生
日
の
人
あ
ら
む
彼
の
国
の

　

戦
禍
の
中
で
い
か
に
生
き
る
や

誕
生
祝
届
き
し
花
に
鮮
か
な

　

青
と
黄
の
あ
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
想
う

　
蒔
田
地
区
　
東
蒔
田
第
一
町
内
会
老
人
会

み
の
り
会�

中
村
　
靜
枝

夢
叶
い
孫
の
喜
び
桜
鯛

一
本
の
老
い
た
松
の
木
み
ど
り
摘
み

�

北
永
田
地
区
　
親
寿
会
　
高
橋
　
清
水

ピ
カ
ピ
カ
の
カ
バ
ン
歩
く
や
新
入
生

甲
子
園
あ
つ
き
声
援
春
が
来
た

�

北
永
田
地
区
　
親
寿
会
　
安
斉
　
五
月

花
祭
り
祖
父
と
詣
で
し
お
釈
迦
様

五
月
晴
れ
横
浜
の
港
は
人
の
波

�

北
永
田
地
区
　
親
寿
会
　
河
井
ミ
ユ
キ

　
「
来
た
道
行
く
道
」

子
供
お
こ
る
な

来
た
道
や

年
寄
り
笑
う
な

行
く
道
よ

昔
の
人
は
言
ひ
ま
し
た

互
い
に
道
を

ゆ
づ
り
合
い

腹
八
部
目
が

り
そ
う
と
か

百
歳
人
生

楽
し
も
う

�
蒔
田
地
区
　
東
蒔
ク
ラ
ブ
　
岩
松
　
ゆ
き

文
　
芸

短　

歌

短　

歌

俳
　
句

俳
　
句

詩詩

◎
は
部
長　

◯
は
副
部
長　

☆
は
新
任

太
田

小
峯　

康
盟

寿
東
部

〇
浅
野　

正
毅

中
村

〇
伊
藤　

静
枝

蒔
田

佐
藤　

和
夫

堀
ノ
内
・
睦

坂
本　

紀
夫

井
土
ヶ
谷

矢
島
孝
一
郎

北
永
田

◎
布
澤　

審
一

六
ッ
川

岩
田　

皖
司

六
ッ
川
大
池

☆
福
盛　

光
子

本
大
岡

山
本
順
三
郎

大
岡

森　
　

恭
子

別
所

相
馬　

誠
司

◎
は
部
長
　
○
は
副
部
長

☆
は
新
部
員

８
月
発
行
の
区
老
連
み
な
み
を
お
届
け
し
ま

す
。
今
号
は
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
総
会
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
年
度
収
支
予
算
、

年
度
事
業
計
画
を
メ
イ
ン
に
載
せ
て
あ
り
ま

す
。
と
同
時
に
、
新
理
事
の
方
々
を
紹
介
し
ま

し
た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
規
制
が
な
く
な
り
ま

し
た
の
で
、
活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
た
だ
、
活
動
の
報
告
に
つ
い
て
は
、

私
の
個
人
的
な
理
由
で
動
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
多
少
簡
略
化
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
お
許
し
く
だ
さ
い
。
引
き
続
き
い
つ
も
と
同
じ
く
投

稿
記
事
の
随
筆
・
文
芸
の
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
楽

し
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
の
た
び
、
福
盛
さ
ん
が
編
集
委
員
に
新
た
に
加
わ
り

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
に
有
意
義
な
情
報
を
お
届
け
で
き

ま
す
よ
う
に
編
集
委
員
一
同
努
力
い
た
し
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
感
想
、
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
員
皆
様
の
ご
意
見
、
作
品
な
ど
に
つ
い
て
は
い
つ
で

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
事
務
局
ま
で
送
付
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。�

（
布
澤
記
）

編 集 後 記編 集 後 記
　区老連みなみ69号の発行につ
きましてご支援ご協力ありがとう
ございました。次回70号は令和7
年１月号です。
　〆切は6年10月15日です。
　投稿は区老連原稿用紙３枚以内
にまとめてください。原稿には筆
者の住所・氏名・クラブ名・電話
番号記入のこと。
　原稿の採用は編集委員にご一任
願います。原稿は返却いたしませ
んのでご了承ください。紙面の都
合で削除・補筆・保留の場合もあり
ますので、ご承知おきください。
　原稿用紙は区老連事務所、各単
位クラブ会長さんが用意しており
ます。投稿は下記あてにお願いい
たします。

原　稿　募　集

　　　南区老人クラブ連合会事務局
〒232 - 0006
　南区南太田 2- 32 -1　南寿荘内
　TEL・FAX  713 - 8566

投稿先

　
　

お
く
や
み

長
年
に
わ
た
り
広
報
部
長
を
務
め

ら
れ
た
布
澤
審
一
氏
が
令
和
６
年

７
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

区老連みなみ 第69号（15）令和 6年 8月 15 日



スポンサーへの
お礼

本誌発行に際しまして、ご協賛下さいましたスポンサー各位に対し、厚くお礼申し上げます。
今後も倍旧のご厚誼を賜りますようお願い申し上げます。

南
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
広
報
部
は
「
区
老
連
み

な
み
」
を
年
間
２
回
発
刊
す
る
た
め
、
各
地
区
か
ら
選

抜
さ
れ
た
12
名
の
部
員
で
構
成
さ
れ
、
編
集
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

夏
号
は
８
月
15
日
発
刊
（
６
０
０
０
部
）、
冬
号
は

１
月
１
日
発
刊
（
６
０
０
０
部
）
を
目
標
に
、
適
時
に

編
集
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

区
老
連
の
各
部
会
の
皆
さ
ま
が
、
活
発
に
躍
動
す
る

姿
を
現
地
で
取
材
し
記
事
や
写
真
に
す
る
こ
と
も
多
々

あ
り
、
広
報
部
の
大
き
な
楽
し
み
で
す
。
ま
た
随
筆
や

文
芸
部
門
で
は
、
人
生
感
、
趣
味
、
家
族
愛
な
ど
を
表

現
し
た
す
ば
ら

し
い
作
品
が
数

多
く
投
稿
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
後
と
も
発

刊
日
に
間
に
合

う
よ
う
広
報
部

員
一
丸
と
な
っ

て
活
動
し
て
ま

い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

絆
を
大
切
に
情
報
発
信

広
報
部
副
部
長
　
浅
野
　
正
毅

広報　区老連みなみ

広報部の皆さん

各各部部
紹紹介介

広報部

区老連みなみ

私たちは南区老連の活動を応援しています
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